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岩
手
県
・
沢
内
村
。
平
成
の
市

町
村
合
併
に
よ
っ
て
、
い
ま
西
和

賀
町
と
い
う
自
治
体
名
に
変
わ
っ

て
い
ま
す
が
、
地
方
自
治
の
歴
史

に
沢
内
村
は
大
き
な
足
跡
を
刻
ん

で
い
ま
す
。
１
９
６
０
年
代
に
全

国
に
先
駆
け
て
老
人
医
療
無
料
化

や
乳
幼
児
死
亡
率
ゼ
ロ
を
実
現
し

た
の
で
す
。
そ
の
先
頭
に
立
っ
た

の
が
当
時
の
深
沢
晟
雄
（
ふ
か
ざ

わ
・
ま
さ
お
）
村
長
で
し
た
。
い

ま
、
舞
台
と
な
っ
た
沢
内
病
院
の

前
に
は
深
沢
晟
雄
村
長
の
銅
像

と
、「
老
人
医
療
無
料
発
祥
の

地
」
の
碑
（
い
の
ち
の
灯
）
が
建

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
秋
に
完
成
の
映
画
『
い
の

ち
の
山
河
』
は
深
沢
晟
雄
村

長
を
モ
デ
ル
に
、
憲
法
25
条

に
焦
点
を
あ
て
た
映
画
で
す
。

　

ス
ト
ー
リ
ー
は
「
豪
雪
、
貧

困
、
多
病
」
と
い
う
、
暮
ら
し
に

大
き
な
問
題
を
抱
え
て
い
た
山
間

の
小
さ
な
村
。
長
く
無
医
村
で
あ

っ
た
こ
の
村
に
戻
っ
て
き
た
中
沢

良
雄
は
、
村
の
た
め
に
悲
惨
な
状

況
を
変
え
よ
う
と
立
ち
上
が
り
ま

す
。
村
長
と
な
っ
た
良
雄
は
「
生

命
尊
重
」
の
信
念
を
か
か
げ
、
憲

法
25
条
を
根
拠
に
し
て
、
村
民
の

た
め
の
施
策
を
実
現
し
て
い
き
ま

す
…
。
村
長
夫
婦
役
に
長
谷
川
初

範
さ
ん
と
、
と
よ
た
真
帆
さ
ん
。

村
長
の
父
親
に
は
加
藤
剛
さ
ん
。

　

深
沢
晟
雄
村
長
を

取
り
上
げ
た
書
籍
は

い
く
つ
か
あ
り
ま
す

が
、
文
庫
本
で
は

「
あ
き
ら
め
を
希
望

に
変
え
た
男
」（
及

川
和
男
著
、
日
経
ビ

ジ
ネ
ス
文
庫
）
が
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
大
阪
で
は
10
月

11
日
に
、
エ
ル
お
お

さ
か
（
大
阪
府
立
労

働
セ
ン
タ
ー
）
で
完

成
上
映
会
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

♡いまも 心に響く　名詩･名歌･名語録

　元禄７年（1694年）９月28日の夜、大坂の地にあった芭蕉は体調をこわして床に臥し、翌日
の夜に予定されていた句会に出席できなくなりました。この句は、人を遣わせて書き送ったも
ので、芭蕉が起きて創作した最後の作品になりました。その後、芭蕉は亡くなる４日前の10月
８日、門人に「旅に病んで夢は枯野をかけ廻る」の句を書き取らせました。これが辞世の句と
言われています。

ミュージアムメモ

▼所在地／貝塚市三ツ松216 ▼

交通／南海本線貝塚駅から水間
鉄道で三ケ山口駅下車。東へ徒
歩約500メートル ▼開館時間／
日月火・９時～17時、木金土・
9時～21時45分 ▼休館日／水曜
日、毎月月末、年末年始 ▼入館
料／個人の見学は無料 ▼連絡先
／072-447-2020

松尾　芭蕉

秋深し
　隣は何をする人ぞ

　

一
万
円
札
の
肖
像
で
有
名
な
福
澤
諭
吉
は
、
大
坂
で

生
ま
れ
、
青
春
時
代
を
中
之
島
界
隈
で
過
ご
し
ま
し

た
。
１
８
３
５
年
（
天
保
５
年
）
１
月
に
、
堂
島
浜
に

あ
っ
た
豊
前
国
（
現
在
の
大
分
県
）
中
津
藩
の
蔵
屋
敷

で
下
級
武
士
の
次
男
（
末
っ
子
）
と
し
て
誕
生
。
諭
吉

と
い
う
名
前
は
、
儒
学
者
で
あ
っ
た
父
親
が
付
け
た
も

の
で
、
清し
ん

（
当
時
の
中
国
）
の
法
律
書
「
上
諭
条
例
」

を
手
に
入
れ
た
日
の
夜
に
生
ま
れ
た
こ
と
に
由
来
し
ま

す
。
父
は
儒
学
に
通
じ
た
著
名
な
学
者
で
し
た
が
、
身

分
差
別
の
厳
し
か
っ
た
藩
で
は
名
を
成
す
こ
と
も
で
き

ず
、
諭
吉
が
幼
い
頃
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。「
門
閥
制

度
は
親
の
敵
（
か
た
き
）
で
ご
ざ
る
」「
天
は
人
の
上

に
人
を
造
ら
ず
」
と
い
う
、
諭
吉
の
言
葉
に
象
徴
さ
れ

る
自
由
主
義
の
思
想
は
、
封
建
的
身
分
差
別
に
苦
し
め

ら
れ
た
自
ら
の
境
遇
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。
諭
吉

は
20
歳
を
過
ぎ
た
頃
、
兄
が
亡
く
な
っ
て
福
澤
家
の
家

督
を
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
国
元
に
は
帰
ら

ず
、
母
親
以
外
の
親
類
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
緒
方
洪

庵
の
「
適
塾
」
で
学
び
続
け
ま
し
た
。
家
は
多
額
の
借

金
を
抱
え
て
い
ま
し
た
が
、
父
の
蔵
書
や
家
財
道
具
を

売
り
払
っ
て
返
済
。
学
費
を
払
う
余
裕
も
な
か
っ
た
の

で
、
外
国
書
の
翻
訳
を
す
る
名
目
で
「
適
塾
」
の
食
客

（
住
み
込
み
学
生
）
に
な
り
ま
し
た
。
１
８
５
８
年

（
安
政
５
年
）、
江
戸
の
中
津
藩
邸
に
開
か
れ
た
蘭
学

塾
の
講
師
と
な
る
た
め
に
江
戸
に
出
、
そ
の
後
、
私
塾

「
慶
應
義
塾
」（
後
の
慶
應
義
塾
大
学
）
を
創
設
し
ま

し
た
。
堂
島
浜
の
藩
邸
跡
地
に
は
、
諭
吉
の
生
誕
記
念

碑
と
、「
天
ハ
人
ノ
上
ニ
人
ヲ
造
ラ
ズ
、
人
ノ
下
ニ
人

ヲ
造
ラ
ズ
」
と
記
し
た
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。 48
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被爆石

　茨木市は戦後、原子炉設置に反対す
る市民の大きな運動が繰り広げられた
ところで、原水爆禁止運動とともに歩
んできたまちでもあります。1984年に
市議会で非核平和都市宣言を決議した
茨木市は、1991年に広島市より被爆し
た石を譲り受けました。被爆当時、広

島市役所の前庭にあった敷石で、「被
爆石」として茨木市役所の近くにある
広場に展示しています。その横には、
広島市長と茨木市長のメッセージを書
いたパネルを配置し、「核兵器廃絶と
世界の恒久平和を訴える生き証人とし
て、茨木市民のみなさんとともに生き
続けることを願っています」という言
葉が記されています。

　イギリスの哲学者・バードランド・ラッセル（1872～1970）の警告。戦争はかつては一方の
勝利、他方の敗北に終わるのが常識とされていました。しかし核兵器をはじめ、大量殺傷兵器
が使用された場合は戦争の様相は大きく変わり、短期間に交戦国が同時に全滅する可能性が大
きくなっています。来年（2010年）は核兵器廃絶への期待がかかるNPT再検討会議が開かれ
ます。人類の英知が、世界的悲劇を回避できることを信じたいものです。

　

今
年
２
０
０
９
年
は
世
界
天

文
年
。
ガ
リ
レ
オ
が
望
遠
鏡
を

宇
宙
に
向
け
て
か
ら
４
０
０
年

目
に
あ
た
り
ま
す
。
日
本
で
も

江
戸
時
代
、
大
阪
の
貝
塚
に
岩

橋
善
兵
衛
と
い
う
有
名
な
天
文

学
者
が
い
ま
し
た
。
貝
塚
市
に

は
「
善
兵
衛
ラ
ン
ド
」
と
い
う

市
立
天
文
施
設
が
あ
り
ま
す
。

１
７
５
６
年
に
生
ま
れ
た
善
兵

ど
を
使
っ
て
改
良
を
重
ね
、
舶

来
品
に
優
る
と
も
劣
ら
な
い
望

遠
鏡
を
つ
く
り
あ
げ
、
幕
府
の

天
文
方
や
日
本
地
図
を
作
成
し

た
伊
能
忠
敬
に
も
用
い
ら
れ
ら

れ
ま
し
た
。
善
兵
衛
は
望
遠
鏡

だ
け
で
な
く
、
月
の
満
ち
欠
け

や
星
の
位
置
、
大
阪
湾
の
潮
の

干
満
な
ど
を
読
み
取
る
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
星
座
早
見
盤
も
作
成

衛
は
、
眼
鏡
職
人
と
し
て
生
計

を
た
て
な
が
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
か

ら
望
遠
鏡
を
取
り
寄
せ
て
研
究

を
重
ね
ま
し
た
。
38
歳
の
時
、

自
前
で
初
め
て
の
望
遠
鏡
を
完

成
。
最
初
は
板
で
造
っ
た
筒
に

レ
ン
ズ
を
は
め
た
も
の
で
し
た

が
、
そ
の
後
も
紙
筒
や
竹
筒
な

し
、
江
戸
時
代
の
天
文
学
の
発

展
に
貢
献
し
ま
し
た
。
こ
の
時

に
作
成
し
た
望
遠
鏡
や
観
測
機

器
は
、
大
阪
府
の
有
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
、「
善
兵
衛
ラ
ン

ド
」
に
常
設
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

福
澤
諭
吉
と
堂
島
浜
・
中
之
島

（茨木市）

緒
方
洪
庵
の「
適
塾
」で

苦
学
の
青
春
時
代
を
過
ご
す

江
戸
時
代
の
天
文
学
者

　

岩
橋
善
兵
衛
の
業
績
を
展
示

岩橋善兵衛の像

「いのちの山河－日本の青空Ⅱ－」

広島から贈られた被爆庁舎の石

岩手・旧沢内村の
� 「生命尊重」行政を描く

天文施設
「善兵衛ランド」

（貝塚市）

（ ）大 阪 市
福 島 区

青
年
時
代
の
諭
吉

堂
島
浜
・
中
津
藩
邸
跡
地
に

立
つ
諭
吉
の
生
誕
碑　
　
　

直径6.5メートルの天体観測ドームがあります

被爆石の横には、非核都市宣言も掲げられています

将来の戦争は
勝利に終わるのではなく
相互の全滅に終わる

ラッセル


